
 

 

 

ふじみ野市立大井中学校『ゲドミッセ活用のマーマ』について 

令和３年５月１４日制定 

令和５年４月 ５日改定 

 

学習内容をよく理解し、より豊かな学びにしていくために、ゲドミッセを上手に活用していくこ

とが大切です。ゲドミッセはみなさんの学習に役立てるための道具です。便利な道具ですが、心配

されることもたくさんあります。 

そのため、大井中学校では、『ゲドミッセ活用のマーマ』を改訂しました。全校児童(生徒)でこの

マーマを守り、ゲドミッセを「安心・安全・快適」に活用できるようにしていきましょう！！ 

  

１ 目的 

 ・学校で貸し出すゲドミッセは、教育活動のために使うことが目的です。教育活動に関わること

以外に使ってはいけません。 

 

２ ゲドミッセを使用する場面 

 ・学校と家庭以外では使用しません。 

・ゲドミッセを使用するときは、正しい姿勢で、画面に近づきすぎないように気をつけます。  

・３０分に一度は遠くの景色を見るなど休憩を取りながら、時々目を休ませます。 

 

○学校  

 ・登下校中は使用せず、カッン類にしまいます。 

・ゲドミッセは、精密機器のため、学校では丁寧に扱います。 

・学校でゲドミッセを使うときは、先生の指示をよく聞きます。  

・休み時間や放課後に使う時は、先生に許可を貰ってから使います。  

・ゲドミッセは、学校から毎日持ち帰り、家庭で充電をします。 

 

 ○家庭 

 ・家庭で使う場合は、お家の人とマーマや使用時間帯をよく話し合って決めておきます。 

（例）午前６時から午後１０時まで。 

・家庭での保管は、家の人の目の届くところに置いておきます。 

・ンゲーネッセは、家族の人がいる時に、決められた時間だけ使うようにします。 

  

 

 

 

 

 

 



 

 

〇Teams 

・Teamsは、学校の諸活動（学級活動、各教科の授業、生徒会活動および部活動における、連絡事

項や情報共有）を目的として使用します。 

・Teamsの使用時間は、午前６時から午後１０時までとし、その時間のみ使用します。 

・コピンセ等で書き込む時は、「公の場」であることを理解した上で、学校の活動に関わる内容を

書き込みます。 

・先生の許可なく会議中の録音や録画はしてはいけません。 

・ズーゲをゕッナムーゼするときは、先生の指示に従い、内容に間違いがないか確認をしてから 

ゕッナムーゼします。 

 

３ ゲドミッセを安心・安全に使用するために 

 ○管理の仕方 

 ・ゲドミッセは精密機器です。失くしたり、盗まれたり、落として壊したり、水に濡らしたりしな   

いように十分に気を付けて、丁寧に使用します。 

・ゲドミッセをカッン類の下に置いたり、カッンの底に入れたりしてはいけません。 

・ゲドミッセを湿気の多いところでは使いません。また、日光の下やスセードの近くなどにも置い  

てはいけません。 

・ゲドミッセの画面には指でふれるか、または市販のゲッゴペンを使用します。 

・鉛筆やサンペンで触れたり、落書きしたり、磁石を近づけることは絶対にしてはいけません。 

※ツソコンを入れるための市販のソトセケース、マウス、ゲッゴペンを購入して、使用しても 

構いません。ただし、自己責任で管理をしましょう。また、配布時にゲドミッセが入っていた

箱や袋はなくすことがないように大切に保管しておきましょう。 

※市から貸与されているソトセケースは、卒業までなくさず大切にしましょう。 

 

・自分のゲドミッセを他人に貸したり、使わせたりしてはいけません。  

・ンゲーネッセには制限がかけられていますが、もしも怪しいサセに入ってしまったときは

すぐに画面を閉じ、先生や家の人に知らせます。 

・学校から指示されていないゕナポケーションソトセや拡張機能のンスセーマや追加をしては

いけません。  

・学校から配布されたゕカウンセのナムトゖーマ画像の変更をしてはいけません。 

・USBピフポといった外部記憶装置をゲドミッセに接続してはいけません。 

・先生や修理する人が使いにくくなるので、ズスクセッナのゕコンの並び方や位置、色、ムック

画面の背景などのゲドミッセの設定は変えてはいけません。 

 

○個人情報の取り扱い 

 ・自分や他人の個人情報（名前や住所、電話番号など）はＳＮＳなどンゲーネッセ上に絶対に投  

稿や書き込みをしてはいけません。 

・各機能・サービスを利用するためのゕカウンセは、各個人に配布されています。ＩＤとツスワー

ゼは、他人に分からないように、各家庭で保管してください。 



 

 

 ○情報フボマについて 

 ・カピボで誰かを撮影するときは、勝手に撮らず、必ず撮影する相手の許可をとります。 

・撮影する場所によっては禁止されているところもあるので、必ず確認をしてから撮影をします。 

・違法にゕッナムーゼされた、動画や画像などは閲覧やコウンムーゼを絶対にしてはいけません。 

・勝手に他人のＩＤとツスワーゼを使って、書き込みやズーゲのゕッナムーゼは絶対にしてはい

けません。 

・相手を傷つけたり、嫌な思いをさせたりすることを絶対に書き込んではいけません。 

（※場合によっては、罪に問われることがあります。） 

 

４ 故障・その他 

 ・学校で、ゲドミッセ本体やンゲーネッセが使えなくなって、再起動をしても元に戻らない時

は、すぐに先生に知らせます。  

・家庭で壊れたり、失くしたり時は学校に連絡します。  

・故意によってゲドミッセを壊したり、失くしたりした場合には、弁償をしてもらうことがあり 

ます。 

・大井中学校『ゲドミッセ活用のマーマ』が守れないときは、ゲドミッセを使うことができなく 

なります。 

 

ふじみ野市立大井中学校 ＴＥＬ０４９－２６１－０００５ 

◎対応時間 ８：３０～１７：００ （土日・祝日除く） 



使 １回休 学校 タ ッ

う 関係 い 使わ い

学校や う 使 う

時間 決 遠 見

目 わ い う

自 目 大 う

児 童 用

タ ッ 使う や そ

タ ッ 見

目 30㎝以 見 う

□ 30 1回 タ ッ 目 そう

30 1回 タ ッ 画面

目 20秒以 遠 見 う

□ 前 タ ッ 使わ い う う

1時間前

タ 機器 使わ い う う

□ 自 目 大 う

□ 使 う
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う
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せ い
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Administrator : None



使 １回中断 学校 タ ッ

学習 関係 い 使わ い

学校や家庭 使い う

時間 決 遠 見

目 乾 い う

自 目 大 う

生 徒 用

タ ッ 使う 約束

タ ッ 見

目 30㎝以 離 う

□ 30 1回 タ ッ 目 離

30 1回 タ ッ 画面

目 離 20秒以 遠 見 う

□ 寝 前 タ ッ 使わ い

寝 寝 1時間前

タ 機器 利用 控え う

□ 自 目 大

□ 使う

□ タ ッ 使う 姿勢
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端 使う 健康面 ン 人 習慣 身

う 学校 指導 特 低年齢 子

場合 保護者 方 気 い 効果的

保 護 者 用

－１人１台端 時代 －

家庭 気 い い

□ 端 使う 健康面 注意 い

目 画面 30cm以 離 使う
☞そ 良い姿勢 保 重要 子 成長

応 机 椅子 高 合わせ 必要

30 1回 20秒以 画面 目 離

遠 見

部屋 明 合わせ 画面 明 調整

☞一般 夜 自宅 使用 際 昼間 学校 教室

使用 際 明 輝度

☞画面 反射や画面 映 込 防

画面 角度 調整

※ や 紙 や資料 読 場合 重要
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保 護 者 用

家庭 気 い い

□ 端 利用時間等 い

家庭 過 時間全体 中 家庭 用意

タ 機器 含 端 い う

使う 子様 話 合う 大

＜最低限 い い ＞

少 寝 １時間前 タ 機器

利用 控え う

☞睡眠前 強い光 浴び 入眠作用 あ ホ ン ニン 泌 阻害

寝 悪

学校 配 端 学習 関係 い目的 使い せ

健康面 気 使う場合 タ 機器 使う時間 あ 長 人 人

関わ 合いや 自 感覚や行 通 理解 学習 地域社会 体験活動

時間 少 い

成長期 子様 バ ン 良い発達 観 使い方 一概 何時間

OK いう いえ せ 子様 経験や活動 う 家庭

タ 機器全般 使い方 い 機会 考え い

□ 端 全 利用 い

子様 ンタ ネッ 使用時や ォン 持 せ 際

ンタ ネッ 犯罪等 被害者や加害者 い う

適 指導 必要

☞ タ ン 子様 不適 情報 セ 遮断 ンタ ネッ

防い 役立

家庭 用意 タ 機器 携帯電話会社 提供 タ ン サ ビ

活用 い 検討 い

※端 利用時間等 及び 全 利用 い 保護者向 ッ

保護者 知 い ン 参照 い
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